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２０２０年度前期Ａ入試問題 化学 
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【正解，配点，解説】 

第１問 

問１ａ１（４） ２点， 

ｂ２（２） ２点 

【解説】ａ：１８［ｇ］／１８０［ｇ／ｍｏｌ］÷（２００／１０００［Ｌ］） 

＝０．５０［ｍｏｌ／Ｌ］ 

ｂ：溶液の質量をｘ［ｇ］とすると，１００×１８［ｇ］／ｘ［ｇ］ 

＝２［％］。ｘ＝９００［ｇ］ 

 

問２ａ３（１） １点，４（２） １点，５（１） １点，６（２） １点， 

７（１） １点，８（８） １点，９（５） １点，１０（１） １点， 

１１（４） １点 

ｂ１２（１） ３点 

【解説】ａ：過酸化水素：Ｈ２Ｏ２ → ２Ｈ＋ ＋ Ｏ２ ＋ ２ｅ－ 

過マンガン酸カリウム：ＭｎＯ４
－ ＋ ８Ｈ＋ ＋ ５ｅ－ → Ｍｎ２＋  

＋ ４Ｈ２Ｏ 

ｂ：ＭｎＯ４
－：Ｈ２Ｏ２＝２：５ 

反応終了時のＭｎＯ４
－が  であるとき，Ｈ２Ｏ２の物質量と同

じになるためには 

 

 

 

 

問３ａ１３（３） ２点， 

ｂ１４（３） ２点， 

   【解説】化学反応式：ＭｇＣｌ２ ＋ ２ＮａＯＨ → Ｍｇ(ＯＨ)２ ＋ ２ＮａＣｌ 

ａ：Ｍｇ(ＯＨ)２＝２４＋（１６＋１）×２＝５８［ｇ／ｍｏｌ］ 

         ５８［ｇ／ｍｏｌ］×０．１０［ｍｏｌ／Ｌ］×ｘ［Ｌ］ 

＝０．１７４［ｇ］ 

         ｘ＝０．１７４／５．８＝０．０３０［Ｌ］＝３０［ｍＬ］ 

ｂ：ＭｇＣｌ２ ： ＮａＯＨ ＝ １ ： ２ で反応。 

０．１０［ｍｏｌ／Ｌ］×0．０３０［Ｌ］×２ 

＝０．４０［ｍｏｌ／Ｌ］×ｙ［Ｌ］ 

ｙ＝０．００６０／０．４０＝０．０１５０［Ｌ］＝１５［ｍＬ］ 
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第２問 

問１ １５（７），１６（９），１７（２） （完答で５点） 

   【解説】負極での反応は以下のとおりである。 

Ｚｎ → Ｚｎ２＋ ＋ ２ｅ－ 

問２ １８（２） ５点 

   【解説】電流は正極から負極へ流れる。（電子は負極から正極へ流れる。） 

問３ １９（０），２０（６），２１（３），２２（５），２３（２） （完答で６点） 

   【解説】流れた電子の物質量は， 

  

 

正極での反応は以下の通りであり，銅板の質量は増加する。 

Ｃｕ２＋ ＋ ２ｅ－ → Ｃｕ 

析出した銅の質量は，反応式の係数比より， 

  

 

問４ 別紙 

   【正解】放電するとＺｎ２＋は増加するため，ＺｎＳＯ４の濃度は低くし，Ｃｕ２＋は

減少するため，ＣｕＳＯ４の濃度を高くすると，ダニエル電池は長時間放電

すると考えられる。 

【基準】下線部各１点，計４点 

 

第３問 

問１ 別紙 

   【正解】５点 

 

 

 

酢酸は弱酸であるため，αは１よりも十分に小さい。 

よって，Ｋaは以下の様になる。 

 

 

問２ ２４（１），２５（４），２６（２） （完答で５点） 

【解説】Ｋa ＝ ｃα２より， 

 ２.７０×１０－５＝１.３５×１０－１・α２ 

 よって，α＝１.４１×１０－２ 

 

２.００×１０－２ ｍｏｌ 

２ 

Ｋa ＝  
［ＣＨ３ＣＯＯ－］［Ｈ＋］ 

［ＣＨ３ＣＯＯＨ］ 
＝  

ｃ（１－α） 

ｃα×ｃα 

１－α 

ｃα２ 

＝  

Ｋa ＝ ｃα２ 

９.６５×１０４ Ｃ／ｍｏｌ 

１９.３×１０２ Ｃ／ｍｏｌ 
＝ ２.００×１０－２ ｍｏｌ 

× ６３.５ ｇ／ｍｏｌ＝ ０.６３５ｇ 
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問３ ２７（１），２８（０），２９（２） （完答で５点） 

３０（２），３１（５）       （完答で５点） 

【解説】電離度：Ｋa ＝ ｃα２より， 

 ２.７０×１０－１＝２.７０×１０－３・α２ 

よって，α＝１.００×１０－２ 

ｐＨ：［Ｈ＋］＝ｃαより， 

 ［Ｈ＋］＝２.７０×１０－１・１.００×１０－２＝２.７０×１０－３ 

＝２７×１０－４＝３３×１０－４ 

              ｐＨ＝－ｌｏｇ１０（３３×１０－４）＝４－３ｌｏｇ１０３ 

                  ＝４－３×０.４７７＝２.５６８ 

 

第４問 

【解説】 

・フェノール（微酸性） ・ベンゼン

・トルエン

・安息香酸（中酸性） ・アニリン（塩基性）

混合物エーテル溶液

水層　Ｘ エーテル層　Ｚ

ＣＯ２（弱酸性）を吹込み，
エーテルで抽出

化合物　Ａ 化合物　Ｃ

ＮａＯＨ溶液を加えて，
よく振る

ＮａＯＨ溶液
を加える

ＨＣｌを
加える

ＨＣｌを加えて，
よく振る

水層　Ｙ エーテル層　Ｂ 水層 エーテル層　Ｄ

 

 

   ・エーテル層Ｂに１種類の化合物があることから，水層Ｘに２種類の化合物が含ま

れることになる。これは，操作（①）でアルカリ性のＮａＯＨを加えた場合のみ

起こり，共に酸性を示すフェノールと安息香酸が得られる。 

   ・水層Ｘで，微酸性のフェノールは弱酸性のＣＯ２に追い出され，でエーテル層Ｂ

に移るが，中酸性の安息香酸は水層Ｙに溶解したままである。 

   ・水層Ｙの安息香酸は強酸のＨＣｌに追い出され白色結晶の化合物Ａとなる。 

   ・エーテル層Ｚから水層に移動するのは，アニリンにＨＣｌを加えた場合だけであ

る。よって，エーテル層Ｄにはベンゼンとニトロベンゼンが残ることになる。 
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   ・水層のアニリンは強アルカリのＮａＯＨに追い出され，油状物質の化合物Ｃとし

て水層に浮遊する。 

 

問１ ３２（２），３３（４），３４（３），３５（３），３６（２） １０点（完答） 

問２ 別紙 ６点（根拠３点，方法３点） 

   【解説】エーテル層Ｄには溶媒であるジエチルエーテル（Ｍ＝７４），ベンゼン（Ｍ

＝７８）およびニトロベンゼン（Ｍ＝１２３）の３種類が含まれる。それ

ぞれの沸点は，３４．６℃，８０．１℃，２１１℃で，分子量が大きいほ

ど沸点も分子のサイズも大きい。 

   【正解】根拠：沸点，分子量（または分子の大きさ）・・・３点 

          ↓   ↓ 

       方法：蒸留，分子篩          ・・・３点 

   【基準】蒸留の根拠が分子量の場合，直接的ではないので，根拠は１点。 

問３ ３７（２） ２点 

   【解説】化合物Ｂはフェノール。６Ｃ６Ｈ５ＯＨ＋Ｆｅ（Ｃｌ)３→ 

Ｈ３［Ｆｅ（ＯＣ６Ｈ５）６］＋３ＨＣｌ 

問４ ３８（３） ２点 

   【解説】エーテル層Ｄに含まれる化合物のうち，該当するのはニトロベンゼンで，

還元してアニリンになる。２Ｃ６Ｈ５ＮＯ２＋３Ｓｎ＋１２ＨＣｌ→ 

２Ｃ６Ｈ５ＮＨ２＋３ＳｎＣｌ４＋４Ｈ２ 

 

第５問 

問１ ３９，４０，４１（２），（３），（５）・・・順不動 

   ４２，４３   （１），（４）   ・・・順不動  ２点・・・完答 

   【解説】Ｍ＝ｗＲＴ／ＰＶ 

問２ ４４（３） ２点 

問３ 別紙 １６点 

   【正解】根拠：①図５－１より，Ｐ＝０なら実気体も状態方程式が成立する。 

          ②図５－２より，Ｐと１／（ＰＶ）が比例しているので，外挿でＰ

＝０のときの１／（ＰＶ）＝１８．１×１０－６が求まる。 

       計算：Ｍ＝ｗＲＴ／ＰＶ＝１×８.３×１０３×（２０＋２７３）×１８.

１×１０－６＝４４．０１ 

   【基準】根拠：①の趣旨記載：７点，根拠：②の趣旨記載：７点，計算：２点 




